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出る児童も多く危険だったこともあり、ルー，

TAが警察署に協力を呼びかけていたものです。

この土地の提供で道幅（歩道） も17.5mにわ

たり 1.4mと広くなり 「これなら安心して通学

ができます｡ほんとうにありがとうございまし

た。 」 と、立哨していた主婦Aさんは喜んでい

ました。

お
ま
わ
り
さ
ん
あ
り
が
と
う

これなら安心して通学ができます。おまわり

さんありがとう－．毎日通学している児童の

ために、高萩警察署では、 このほど島名駐在所

の土地を一部提供しました。

秋山小学校西側校門は、県道があり交通量も

多く、信号機力§設置されていましたが､駐在所前

は、信号待ちの道幅が70cm(側溝の上） しかな

く 、通学時には、児童力：いつぱいになり県道へ

こ
れ
で
あ
ん
し
ん
で
す

通
学
児
童
に
駐
在
所
の
土
地
を
提
供

高萩市市民憲章一
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－国勢調査人口概数一

人 口 3 2 ， 4 3 6

男 1 5 ， 『9 3 2

女 1 6 ， 5 0 4

世一帯 9 ， 4 4 0

(瀬蕊駕駕鯛鮮割

たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

働き、豊かなまちをつくりましょう

自然を

きまり

礼儀を

元気で

１
１
１
１《
、 1まちをつくりましょう1 ．思いやりのある、あたたかし
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茨城放送「高萩市政だより」は毎四日暇日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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11月22日蟻員控室で行われた表彰式

昭
和
三
十
年
か
ら
市
教
育
委
員
会
の

委
員
、
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
昭
和
三

十
三
年
か
ら
十
三
年
五
ヵ
月
の
永
き
に

わ
た
り
、
教
育
長
と
し
て
本
市
教
育
行

政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
は
大
き

い
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は
新
設
な
っ

た
中
央
公
民
館
の
館
長
と
し
一
、
本
市
社

… 燕

市
民
表
彰 第

十
回
を
迎
え
た
市
民
表
彰
式
が
、

十
一
月
一
一
十
一
一
日
に
市
役
所
議
員
控
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
｝
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
人
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
は
、
表
彰
七
人
、
ほ
う
賞
二
人
と
、

二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

下山田尚方さん

（80歳）

秋 山

、
鳴
鼻
蕊
騨
鵠
需
燕
麺
鍔
蒋
蕊
蕊
潔
割
可
ロ
レ
ー
〕

幻
１
句
．

大
正
六
年
、
理
容
業
に
つ
き
、
昭
和

十
五
年
か
ら
戦
中
戦
後
の
最
も
困
難
な
時

代
に
組
合
員
の
信
望
を
う
け
、
三
十
年
の

永
き
に
わ
た
り
理
容
組
合
長
を
つ
と
め

ら
れ
、
市
民
生
活
に
密
接
な
環
境
衛
生

業
務
の
重
責
を
果
た
し
た
功
績
は
大
で

辛
衲
》
つ
（
》
。

会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
意
を

も
た
れ
秋
山
下
長
寿
会
会
長
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て
老
人
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

鴬

蕊

村千代吉さん

（78歳）

春日町

昭
和
十
二
年
、
現
在
地
に
若
松
歯
科
医

院
を
開
業
さ
れ
て
以
来
、
卓
越
し
た
技

術
と
情
熱
を
も
っ
て
地
域
住
民
の
歯
科

医
療
に
専
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
十
六
年
以
来
、
市
内
小
・

中
．
高
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
生

徒
の
口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
と
、
学
校
保

健
の
充
実
向
上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
三
十
四
年
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
制
度
の
発
足
以
来
、
保
健
医
代
表

委
員
と
し
て
国
保
事
業
の
運
営
及
び
制

度
改
善
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

）
；
丹

永
き
に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
東

地
区
南
支
部
の
支
部
長
と
し
て
、
地
域
住

民
に
社
会
福
祉
事
業
の
協
力
参
加
を
よ

び
か
け
、
敬
老
事
業
、
ね
た
き
り
老
人

慰
問
、
じ
ん
芥
収
集
、
海
岸
清
掃
な
ど

の
広
範
囲
な
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組

み
、
地
域
連
帯
感
の
讓
成
と
明
る
い
地

域
社
会
づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
青
色
申
告
会
理
事
、
高

萩
市
商
工
会
庶
業
部
会
副
部
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
、
商
業
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
。

若松政次さん 長吉さん

（73歳） （75歳）

大和町 高浜町

菊

大
正
七
年
に
福
平
愛
林
組
合
を
設
立

そ
の
組
合
長
と
し
て
人
口
造
林
、
下
刈

り
、
除
・
間
伐
な
ど
、
林
業
施
策
の
実

施
、
指
導
に
尽
力
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら
高

萩
愛
林
組
合
連
合
会
会
長
、
本
年
一
月

か
↑
ら
は
高
萩
愛
林
組
合
理
事
長
に
就
任

本
市
林
業
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

功
績
は
大
で
あ
る
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
多
賀
産
馬
組

合
の
理
事
と
し
て
、
多
賀
駒
の
生
産
と

育
成
の
指
導
に
尽
力
。
さ
ら
に
高
萩
市

長
期
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
農

業
行
政
に
た
ず
さ
わ
り
、
こ
の
間
農
業

委
員
会
会
長
代
理
と
し
て
会
長
を
よ
く

補
佐
し
、
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調

整
を
は
じ
め
、
後
継
者
確
保
に
努
め
る
な

ど
委
員
会
活
動
の
発
展
に
尽
力
。

ま
た
、
高
萩
市
地
域
農
政
推
進
協
議

会
長
、
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議

会
委
員
と
し
て
転
換
期
に
あ
る
農
業
、

農
村
の
再
構
築
を
目
ざ
し
、
生
産
構
造

の
改
善
や
担
い
手
の
育
成
確
保
を
図
る

な
ど
、
本
市
農
業
の
進
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
は
大
き
い
。

､…

弓野 仁さん

(7 2歳）

秋 山

(2)
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市の発展につくされた母
子
福
祉
に
貢
献

大
和
田
さ
ん
勲
五
等
瑞
宝
章

大
和
田
き
ぐ
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
ｌ

有
明
町
一
の
二
二
Ｉ
は
、
母
子
福
祉
会

発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

大
和
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
四

月
か
ら
多
賀
郡
未
亡
人
連
盟
委
員
長
、

三
十
年
五
月
に
は
、
地
元
市
内
の
未
亡

間
地
域
に
あ
っ
て
常
に
受
持
対
象
世
帯
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
、
消
防
分
団
長
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Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
人
会
長
と
し
て
、
地
域
の
母
子
福
祉
子
福
祉
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
川

一
受
賞
お
め
で
と
う
《
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
、
そ
の
か
た

↑
わ
ら
県
の
未
亡
人
連
盟
副
会
長
と
し
県
民
ほ
う
賞
に
梶
山
さ
ん
Ⅲ

一
受
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お
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で
と
う
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上

大和田きぐさん

（有明町） 第10回の

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
隊
員
と
し
て
農
林
作

物
を
有
害
烏
獣
か
ら
の
被
害
の
防
止
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
若
栗
に
お
い
て
助
産
婦
を

開
業
以
来
、
永
き
に
わ
た
り
医
療
機
関

に
恵
ま
れ
な
い
旧
高
岡
地
区
に
あ
っ
て
、

地
区
住
民
の
衛
生
思
想
の
普
及
と
母
子

の
健
康
保
持
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
八
年
に
民
生
児
童
委
員

て
こ
十
九
年
か
ら
四
十
四
年
十
月
ま

で
歴
任
し
た
。
そ
の
後
同
年
十
月
十

四
日
に
は
、
県
未
亡
人
連
盟
会
長
と

な
り
、
四
十
九
年
七
月
に
名
称
が
変

わ
り
県
母
子
福
祉
連
合
会
長
と
な
る
。

さ
ら
に
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
者
も
兼
ね
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
売

店
の
設
置
、
母
子
休
養
ホ
ー
ム
を
大
子

町
に
建
設
す
る
な
ど
功
績
は
大
き
い
。

ま
た
、
県
下
全
般
の
母
子
家
庭
の

医
療
無
料
化
に
も
積
極
的
に
働
き
か

け
、
五
十
二
年
一
月
か
ら
母
子
家
庭
に

医
療
無
料
化
制
度
が
適
用
さ
れ
、
母

を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
交
通
不
便
な
山
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
三
十
二
年
ま
で
の

沼田 よしさん ー

（67歳）

若 栗

梶
山
七
郎
さ
ん
（
五
十
七
歳
）
Ｉ
高
ⅢⅡ

浜
町
一
の
一
○
○
Ｉ
は
、
林
業
の
伐
採
Ⅲ

造
林
、
林
業
災
害
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
Ⅲ

と
し
て
県
民
ほ
う
賞
を
受
け
ま
し
た
。
Ⅲ

梶
山
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
旺
盛
川

な
研
究
心
を
も
っ
て
林
業
協
同
組
合
に
Ⅲ

勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
後
進
の
指
導
と
Ⅲ

安
全
衛
生
に
尽
力
さ
れ
、
と
く
に
、
白
川

猟
病
対
策
、
林
業
災
害
の
た
め
健
康
診
州Ⅱ

断
の
励
行
、
災
害
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
応

を
把
握
し
、
地
域
の
よ
き
相
談
者
と
な

り
、
関
係
機
関
と
連
け
い
し
地
域
社
会

の
福
祉
向
上
の
た
め
献
身
的
に
努
力
さ

れ
て
い
る
。ほ

う

賞宇佐美喜平さん

（65歳）

秋 山

梶山七郎さん

（高浜町）

）

と
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護

す
る
消
防
人
と
し
て
活
躍
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
高
萩
酪
農
業

協
同
組
合
長
と
し
て
、
酪
農
の
合
理
的
、

近
代
的
な
経
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
酪

農
農
家
の
経
営
の
安
定
と
、
本
市
酪
農
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

永
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
貝
、
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
強
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力
す
る
と
と

も
に
、
高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

副
会
長
と
し
て
子
ど
も
会
の
育
成
に
献

身
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
松

岡
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

義
務
救
育
の
向
上
発
展
に
尽
力
。
ま
た
、

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通

事
故
防
止
連
動
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

茨
城
県
自
転
車
商
協
同
組
合

高
萩
支
部

昭
和
五
十
一
年
か
ら
毎
年
市
内
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
自
転
車
の
無

料
点
検
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な

ど
の
安
全
教
室
を
市
内
各
所
で
開
催
す

る
と
と
も
に
、
街
頭
に
お
け
る
一
般
自
転

車
の
無
料
点
検
・
防
犯
登
録
な
ど
を
実

魚団
体
の
表
彰

を蕊
樫村幸一さん

(50歳）

下手綱

施
し
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
自
転

車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
に
多
大
の

貢
献
を
し
て
い
る
。

壬
一
慰
蕊
溌
嶽
函
慰
無
職
認
癖
坤
鰄
熱
錘
錨
識
識

本
町
通
り
商
店
会

会
を
結
成
以
来
、
会
員
一
致
協
力
し

魅
力
あ
る
本
町
通
り
と
す
る
た
め
街
路

灯
の
更
新
や
、
花
壇
を
設
置
す
る
な
ど
商

店
街
と
し
て
の
環
境
整
備
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
若
い
商
業
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
の
勉
強
会
や
、
消
費
者
に
奉
仕
す
る

独
自
の
売
り
出
し
な
ど
を
毎
月
実
施
す

る
な
ど
、
本
市
商
業
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
い
る
。

蝉鞭

b… 一 一 …

(3)



民運動」が、 12月10日から1月10日まで行われ

ますので、みなさんで交通聿故を防止するため

､思いやりい 、ゆずり合いI、をモットーに交通

安全に心がけてください。…･ ･…………･ ･ ･ ･○

(み鑪吾けよう）

死
者
は
減
っ
た
が

事
故
件
数
は
増
加

高
萩
警
察
署
管
内
（
高
萩
・
北
茨
城

市
・
十
王
町
）
の
今
年
一
月
か
ら
十
月

末
日
ま
で
の
交
通
事
故
は
、
事
故
件
数

が
百
六
十
八
件
、
死
者
が
九
名
、
負
傷

者
三
百
七
十
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
者
は
昨
年
同
期
で
九
名
減
っ
て
い

る
が
、
事
故
件
数
が
六
件
増
え
、
さ
ら

に
負
傷
者
が
十
五
名
増
え
て
い
ま
す
。

当
市
内
で
は
、
事
故
件
数
が
百
十
件
、

死
者
が
三
名
、
負
傷
者
百
四
十
六
名
で
、

昨
年
同
期
と
比
較
し
て
、
死
者
は
二
名

減
っ
て
い
る
も
の
の
事
故
件
数
か
二
件

増
え
負
傷
者
も
二
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

違
反
は
速
度
、
わ
き
見

酒
酔
い
が
大
半
を
占
め
る

全
国
的
の
違
反
別
交
通
事
故
の
死
亡

事
故
件
数
は
、
表
Ａ
の
と
お
り
で
、
速

度
違
反
か
全
体
の
二
一
・
八
軒
と
多
く
、

つ
ぎ
に
わ
き
見
運
転
一
一
ｔ
）
三
軒
、

大型車による､､巻き込み実験職では見4

』､せた（11月22日のフェスティバルで）

では見物客もおもわず目を

酒
酔
い
運
転
六
・
八
軒
の
順
で
、
全

体
の
約
半
数
を
占
め
、
さ
ら
に
、
歩
行

者
も
四
・
○
軒
と
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
表
か
ら
見
て
も
「
制
限
速
度
を

超
え
る
ス
ピ
ー
ド
は
事
故
に
つ
な
が
る
」

こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

考
え
ご
と
を
し
た
り
、
わ
き
見
を
し
な

が
ら
の
運
転
は
、
左
右
か
ら
出
て
く
る

人
や
車
を
見
落
と
す
な
ど
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
交
通
環
境
に
対
応
す
る

こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
大
事
故
を
招
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。人
形
を
使
っ
て

〃
交
通
事
故
〃
の
再
現
も

年
末
に
さ
き
だ
っ
て
、
さ
る
、
十
一

月
二
十
二
日
、
市
文
化
会
館
を
中
心
に

交
通
教
室
も
開
い
て
い
る
の
だ
が

「
高
萩
地
区
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
ゞ
ハ

ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
、
通
行
の
指
導
な
ど
を

行
い
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
交
通
安
全
を
身
近
な
問
題

と
し
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
生

活
環
境
づ
く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

催
し
は
、
午
前
十
時
三
十
分
の
市
内

パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
〃
市
民
の
つ
ど
い
〃

が
行
わ
れ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
向
け
の

″
公
開
衝
突
実
験
〃
で
は
、
最
近
、
と
く
に

多
い
事
故
と
な
っ
て
い
る
大
型
車
後
輪
に

よ
る
交
差
点
で
の
巻
き
込
み
実
験
を
、

実
際
に
人
形
を
使
っ
て
左
折
す
る
大
型

車
の
悲
惨
な
事
故
再
現
を
し
ま
し
た
。

こ
の
衝
突
実
験
を
見
て
い
た
方
な
ら

事
故
の
恐
し
さ
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

事
故
は
、
か
な
ら
ず
し
も
車
が
悪
い

と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。
歩
行
者
の

横
断
、
と
く
に
、
子
ど
も
、
お
年
寄
り

に
は
、
注
意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な
…
…
を

十
二
月
は
、
忘
年
会
な
ど
何
か
と
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
運
転
や

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た

の
で
」
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か

ら
」
「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
と

思
っ
た
か
ら
』
『
こ
れ
が
、
酒
酔
い

呂準一Ｐ二挺五種くつ ×臣一割二浬×こく一一声声ヱーーエヨ区ぱつ一二腫〆正寺 ごシ程ばつ声唾二牽二雫つ翼ン荏季声エニ桂一西桂ヱー室一一ン菫亟詞一空き一｝一一〔（｝ 一
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内
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小
５
年
）

灘鼠 鍵
灘

蕊
大
越
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美
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ん
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）

蕊鍵灘§灘 零‘溌竺一息‘
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交通事故はもうたくさん／
Ｕ
団
体
の
部

高
萩
郵
便
局

局
員
一
体
と
な
り
事
故
ゼ
ロ
を
続

け
て
い
る
優
良
事
業
所
で
あ
る
。

Ｕ
個
人
の
部

柴
田
正
文
さ
ん
（
石
滝
）

永
年
に
わ
た
り
高
萩
地
区
交
通
安

全
協
会
事
務
局
長
・
交
通
指
導
貝
と

第
５
回
市
民
の
つ
ど
い
ほ
う
賞

交
通
関
係
の

ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
表
彰
者

･ ･年末になると経済活動が一段と活発になり、

ドライバ も歩行者も、気分的|こあわただしく

交通事故が多くなります。

そこで、今年も「年末・年始交通事故防止県

○

(年末篭$）

お
よ
び
酒
気
帯
び
運
転
者
の
〃
自
己
弁

護
″
の
主
な
も
の
で
す
が
、
自
分
勝
手

な
甘
い
判
断
は
大
変
危
険
で
す
。

酒
酔
い
運
転
は
、
「
つ
き
合
い
だ
か

ら
、
ま
あ
－
杯
だ
け
．
：
・
・
・
」
と
す
す
め

ら
れ
、
そ
の
程
度
な
ら
と
、
つ
い
飲
ん

で
し
ま
壱
７
。
こ
の
〃
一
杯
だ
け
〃
が
、

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。飲
酒
は
事
故
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

大
き
い
の
で
、
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
原
則
は
絶
対
守

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
は

正
し
い
横
断
に
注
意
を

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
も
つ
い
、
先
を

急
い
で
急
に
道
路
に
飛
び
出
し
た
り

不
用
意
な
道
路
の
横
断
か
ら
、
悲
惨
な

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
例
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
利
用

さ
れ
る
み
な
さ
ん
は
、
「
自
ら
の
安
全
く
け
ま
し
よ
う
ゞ

し
て
交
通
安
全
に
精
励
さ
れ
て
い
る
。
秋
小
交
通
安
全
母
の
会
会
長
・
交
大
和
田
知
之
さ
ん
（
有
明
町
）

沼
田
武
美
さ
ん
（
秋
山
）
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
各
種
交
通
茨
城
県
表
彰

民
間
交
通
指
導
員
と
し
て
、
児
童
安
全
に
協
力
さ
れ
た
。

に
対
す
る
事
故
防
止
に
努
力
さ
れ
た
。
○
交
通
安
全
功
労
表
彰
団
体

交
通
栄
誉
賞
「
緑
十
字
銅
賞
」

佐
藤
た
み
子
さ
ん
（
有
明
町
）
ゞ
茨
城
県
自
転
車
商
協
同
組
合
高
萩
支

民
間
交
通
指
導
貝
と
し
て
、
交
通
○
交
通
功
労
者
部

事
故
防
止
に
当
た
り
交
通
安
全
思
想
鈴
木
藤
太
さ
ん
（
下
君
田
）
県
表
彰
優
良
運
転
者
（
永
年
無
事
故
）

の
普
及
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
○
優
良
運
転
者
鈴
木
八
郎
さ
ん
（
下
手
綱
）

神
永
三
郎
さ
ん
（
安
良
川
）
照
山
昭
一
さ
ん
（
安
良
川
）
小
室
勝
雄
さ
ん
（
安
良
川
）

交
通
安
全
協
会
評
議
員
高
萩
支
部
安
好
彦
ざ
ん
（
安
良
川
）
鈴
木
元
雄
さ
ん
（
下
君
田
）

役
員
と
し
て
交
通
安
全
の
強
化
を
図
丹
野
亮
さ
ん
（
高
浜
町
）

関
東
管
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会
表
彰
小
川
博
さ
ん
（
高
萩
）

ヲ
（
》
Ｏ小
田
島
み
つ
子
さ
ん
（
島
名
）
○
安
通
安
全
功
労
者
吉
田
義
男
さ
ん
（
秋
山
）

<

ー

主原因者違反別交通事故の死亡事故件数(昭和54年）
（表A)

は
自
ら
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
次
の
こ

と
を
か
な
ら
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
横
断
歩
道
や
自
転
車
道
を
正
し
く
安

全
に
渡
れ
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
管
７
。

○
横
断
す
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
い
つ

）

6）

た
ん
立
ち
止
ま
り
、
安
全
で
あ
る
こ

と
を
確
か
め
、
す
み
や
か
に
渡
り
ま
し

、
ｒ
一
旦
可
ノ
。

）
駐
停
車
し
て
い
る
自
動
車
の
間
や
、

渋
帯
に
よ
っ
て
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
し
て

い
る
自
動
車
の

Ｊ
直
前
、
直
後
の

直
前
、
直
後
の

ー'．
内閣総理大臣官房交通安全対策室繍･昭和55年版｢交通安全要覧」資料＞

横
断
は
大
変
危

険
で
す
。
じ
ゅ

う
ぶ
ん
気
を
つ

け
ま
し
よ
う

夜
間
、
外
出
す

る
場
合
は
、
明

る
い
色
の
服
装

と
か
、
反
射
材

■す

の
つ
い
た
衣
服

を
着
る
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
よ
く
見
え
る

よ
う
な
配
慮
を

、
式
、

す
る
よ
う
‐
し
力

け
ま
し
よ
、
７
。

（
有
明
町
）
鈴
木
康
夫
さ
ん
（
下
君

川
井
徳
夫
さ
ん
（
島

金
木
寿
一
さ
ん
（
高
浜

団
体
渡
辺
光
美
さ
ん
（
上
手

同
組
合
高
萩
支
関
根
よ
し
江
さ
ん
（
上
手

桑
原
正
人
さ
ん
（
東
本

（
永
年
無
事
故
）
大
部
弘
次
さ
ん
（
高
浜

下
手
綱
）
清
野
政
美
さ
ん
（
安
良

鈴
木
康
夫
さ
ん
（
下
君

田）

川
井
徳
夫
さ
ん
（
島
名
）

金
木
寿
一
さ
ん
（
高
浜
町
）

渡
辺
光
美
さ
ん
（
上
手
綱
）

関
根
よ
し
江
さ
ん
（
上
手
綱
）

桑
原
正
人
さ
ん
（
東
本
町
）

大
部
弘
次
さ
ん
（
高
浜
町
）

清
野
政
美
さ
ん
（
安
良
川
）

優
マ
ー
ク
交
付
優
良
運
転
者

鷺
野
谷
利
雄
さ
ん
（
有
明
町
）

村
上
伊
作
さ
ん
（
安
良
川
）

》
’
１
く
ｊ
６
‐
～
Ｒ
１
４
Ｊ
Ｌ
Ｉ
‐
Ｊ
１
：
‐
１
’
１

…

Ｉ

一
自
転
車
は

》

一
か
な
ら
ず

一

．

・
§
↑
。
、
１
Ｊ
い
、
。
・

一
線
蕊
撚

学

《
止
す
る
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は
、

》
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
定
め
、

》
整
備
不
良
の
自
転
車
は
乗
れ
な
い

ソ

点
検
を

Ｉ
Ｐ
ｊ

で
七
百

二
十
名

Ｕ
、
』
〃
」
ノ
、
、

の
方
の

ま
す
。

も
う
一

し
て
く

ｈ
，
，
ｈ
ｊ
ｊ
ｌ
ｆ
Ｊ
ｂ
庵 …ー

(5)



曲舜一命･戸珍ア
伊〆､一

おZ
野球一筋

40年

ら
・
・
・
…
。
私
は
、
野
球
が
好
き

か
ら
ね
。
自
分
の
体
は
、
自
分

番
良
く
知
っ
て
い
ま
す
よ
凶
と

岡
田
勝
一
さ
ん
。

岡
田
さ
ん
は
、
国
鉄
に
三
十

野
球
が
好
き

現
在
六
十
三
歳
で
あ
る
。

味
を
持
ち
、
昭
和
十
二

昭
和
十
二
年

本
格
的
に
始
め
た
。
部
内
対
抗
野
球

大
会
で
は
、
高
萩
ク
ラ
ブ
を
結
成
し

て
出
場
。
二
十
七
年
に
は
、
国
鉄
軟

式
野
球
全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い

る
。
今
年
は
、
有
明
パ
パ
ソ
フ
ト
ク

ラ
ブ
に
所
属
、
監
督
兼
投
手
と
し
て

出
場
。
ま
た
、
市
長
杯
野
球
大
会
に

も
五
回
、
監
督
、
主
将
と
し
て
出
場

し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
の
マ
マ
さ

ん
ソ
フ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
野
球
は
、
親
睦
を
深
め
る
の
に

は
一
番
で
す
ね
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
四

チ
ー
ム
分
あ
り
ま
す
よ
。
続
く
か
ぎ

り
プ
レ
ー
し
た
い
酉
と
一
言
。

勤
め
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
退
職
し

で
健
康
診
断
を
し
た
こ
と
が
な
い
か

「
体
づ
く
り
で
す
か
？
い

蕊
ご
ろ
か
ら

で
す

野
球岡田勝一さん

（春日町）
ま
ま

が
一

垂
叩
守
今

に

趣
五
年

聯:

公民館で学ぶ

鍍鱸議議
J

ー 擢蕊議瀞窓諏亜謬一

方
々
は
五
～
六
名
。

美
術
の
認
識
が
高
ま
る

「
大
能
や
秋
山
ま
で
写
生
に
行
っ
て
一
畳
“
牢
集
垂
雲
冊
嘩

罹
丑
軒
峠
酢
挫
睦
浄
押
蓉
呼
訟
毒
犀
吟
一
》
》
峠
學
や
一
癖
。
用
術

１

版
画
ク
ラ
ブ
皿
集書全

「
い
ま
は
、
自
画
像
を
彫
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
手
や
木
な
ど
と
テ
ー
マ
を
な
ん
だ
年
賀
ハ
ガ
キ
に
も
と
り
か
か
る
梶
》
誕
唾
》
》
》
善
一
差
》
峠
、
界

決
め
て
行
う
と
き
と
、
自
分
の
身
の
回
ん
で
す
。
」
と
鈴
木
文
子
さ
ん
。

部
》
》
錨
諏
酢
姉
櫓
吋
詐
壁
岬
峰
岬
陸
郡
吋
楴
姉
袖
剖
酷
咽
》
匡
舜
琴
仙
討
砕
》
《
毎
一
一
一
坐
拒
砕
和
声
呼
声
峠

１

次
さ
ん
。
品
は
一
一
カ
月
に
一
枚
の
ぺ
ｌ
ス
で
仕
上
個
準
歴
寺
眸
卦
確
轌
誇
↑
》
う
塞
躁
卜
稚

関
根
さ
ん
は
、
版
画
ク
ラ
ブ
の
代
表
げ
て
い
る
。
一
内
館
す
》
と
オ
ｒ
夕
美

「
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
一
華
錘
罹
酷
跨
崎
討
醗
↑
酵

者
で
あ
る
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
講
座
と
し
て
合
い
間
の
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。
版
画
一
の
央
あ
般
童
あ
萩
日
萩
代

発
足
し
て
、
今
年
の
春
に
ク
ラ
ブ
が
誕
を
始
め
て
か
ら
美
術
な
ど
に
対
す
る
認
一
帯
中
江
α
蝿
諦
噌
朝
唱
現

生
。
会
員
は
、
講
座
時
は
二
十
七
名
い
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
」
と
渡
辺
庄
さ

＊

＊

た
が
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
熱
心
な
ん
は
語
る
。

う
ｆ
う
ｆ
９
ｆ
う
ト
リ
ｆ
う
ｆ
う
ｆ
う
卜
う
卜
う
ｆ
う
ぐ
う
ｆ
ｊ
ｆ
う
ｆ
う
Ｉ
う
ト
ー
ト
リ
ト
ヶ
ト
う
ト
リ
ト
ｊ
ト
リ
ｆ
う
＃
ｊ
＃
う
ぐ
ゾ
ト
サ
ト
リ
ｆ
う
ｆ
ｊ
ｆ
う
卜
う
卜
９
ｆ
９
ｆ
う
ぐ
＃
ぐ
う
ｆ
う
卜
う
ｆ
う
ぐ
う
ｆ
う
ｆ
ｊ
ト
リ
ｆ
ｊ
ｆ
う
卜

「
今
、
〃
ち
よ
う
ち
ょ
う
〃
の
伴
奏
で

高
音
と
低
音
の
メ
ロ
テ
ィ
が
調
和
す
る

よ
う
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
す

野
木
桂
子
さ
ん
。

野
木
さ
ん
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た

ギ
タ
ー
講
座
生
の
一
人
。

こ
の
ギ
タ
ー
講
座
は
、
四
月
か
ら
始

ま
り
ギ
タ
ー
を
弾
き
始
め
た
の
か
六

月
か
ら
で
、
講
座
生
は
、
男
一
名
、
女

十
一
名
の
計
十
二
名
で
あ
る
。

「
ギ
タ
ー
は
、
各
自
持
参
で
す
。
指

の
練
習
が
基
本
で
す
か
ら
、
右
手
よ
り

も
左
手
が
つ
か
れ
ま
す
。
講
座
の
時
間

多
く
の
曲
を
弾
き
た
い

ー
ギ
タ
ー
講
座

が
少
な
い
か
ら
、
次
回
に
は
、
ま
た
最

初
か
ら
練
習
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ざ
と

大
越
清
司
さ
ん
は
言
う
。

こ
の
講
座
は
、
毎
月
第
一
と
第
三
の

金
曜
日
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
の
二

時
間
。
ギ
タ
ー
指
導
講
師
は
、
細
金
清

美
さ
ん
。

現
在
ま
で
の
曲
は
、
「
四
季
の
歌
」

「
荒
城
の
月
」
「
ワ
ル
ツ
」
「
ち
よ
う

ち
よ
、
フ
」
「
ア
ル
ベ
ッ
ジ
オ
」
「
白
い

涙
」
な
ど
。

「
十
二
月
に
は
〃
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
〃

な
ん
で
す
。
長
時
間
や
っ
て
い
る
と
指

か
つ
か
れ
て
し
ま
っ
て
…
・
・
・
。
講
座
生

で
す
か
、
こ
の
く
ら
い
の
人
数
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
き
た
ら
、
発

表
会
を
開
い
て
み
た
い
・
・
…
凸
と
荒
井

優
美
さ
ん
。
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敢
闘
賞
②
位
小
堀
、
善
林
組
（
高
萩
高
）

》
癖
《
諦
溌
蹄
密
画
》
》
》
稚
恥
耗
函
佐
々
尾
実
選
手
」
諏
飛
ハ
ン
マ
▽
男
儒
艇
部
沼
田
、
鈴
木
組
▽
高
熾
鵬
一
難
冬
到
詩
鋸
高
）
②
位

叱

■

■

。
□
。
■

一
邪
》
一
一

■
■
●

②
位
中
野
、
阿
部
組
雨
沢
（
高
萩
工
）
③
位
大
石
（
山

市
長
杯
野
球
大
会
は
第
１
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
女
子
一
部
之
内
）

小
堀
畜
産
が
初
優
勝

ｎ
月
３
．
９
・
焔
日
（
高
浜
運
動
広
優
勝
宰
所
、
金
沢
組
▽
壮
年
男
子

○
第
８
回
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
場
ほ
か
）
②
位
沼
田
、
二
瓶
組
優
勝
大
内
（
郵
便
局
）
②
位

は
、
さ
る
９
月
７
日
か
ら
市
営
野
球
場
参
加
ｌ
女
子
５
、
男
子
弧
チ
ー
ム
。
▽
女
子
二
部
小
柳
（
郵
便
局
）
③
位
高
木
（
郵

ほ
か
６
会
場
で
兜
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
▽
女
子
の
部
○
優
勝
秋
山
マ
マ
さ
ん
優
勝
大
橋
、
坂
本
組
便
局
）

開
か
れ
、
熱
戦
を
展
開
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ブ
②
位
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ
②
位
昆
野
、
野
木
組
▽
団
体
（
男
子
）

小
堀
畜
産
チ
ー
ム
か
Ｎ
・
Ｋ
ハ
ン
マ
ー
③
位
島
名
マ
ミ
ー
ズ
優
勝
高
萩
ク
ラ
ブ
②
位
新
日

第
７
回
市
民
卓
球
大
会

ズ
に
決
勝
で
皿
対
２
で
勝
ち
初
優
勝
し
▽
男
子
の
部
○
優
勝
白
雪
姫
②
位
殿
Ａ
③
位
山
之
内
製
薬

ま
し
た
。
秋
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
③
位
．
高
浜
モ
ッ
ｎ
月
９
日
（
市
民
体
育
館
）
▽
団
体
（
女
子
）

成
績
と
個
人
賞
は
、
次
の
と
お
り
で
ト
ロ
ー
ズ
参
加
１
２
０
０
名
優
勝
愛
好
会
②
位
高
萩
高
Ａ

す
。
▽
中
学
の
部
（
女
子
）
③
位
高
萩
高
Ｂ

第
５
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽
優
勝
小
堀
畜
産
▽
２
位
Ｎ
、
優
勝
鈴
木
（
高
中
）
②
位
前

Ｋ
ハ
ン
マ
ー
ズ
▽
３
位
高
萩
会
、
ｎ
月
２
日
（
市
民
体
育
館
）
川
（
高
中
）
③
位
鈴
木
（
松
中
）
第
１
回
市
民
庭
球
大
会
（
硬
式
）

パ

ワ

ー

ズ

参

加

“
チ
ー
ム
▽
中
学
の
部
（
男
子
）
Ⅱ
月
９
・
舶
日
（
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー

▽
個
人
賞
▽
高
校
の
部
（
男
子
）
優
勝
大
森
（
秋
中
）
②
位
鈴
卜
）
ｌ
参
加
ｌ
別
名
。

最
優
秀
選
手
賞
優
勝
中
山
、
勝
村
組
木
（
松
中
）
③
位
篠
崎
（
秋
中
）
▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

青
柳
一
郎
投
手
（
小
堀
畜
産
）
②
位
松
崎
、
箭
内
組
▽
高
校
・
一
般
（
女
子
）
決
勝
菊
地
８
１
１
山
田

打
撃
賞
▽
男
子
一
部
優
勝
北
林
（
愛
好
会
）
②
位
▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

篠
原
次
夫
選
手
（
小
堀
畜
産
）
優
勝
長
岡
、
添
田
組
阿
久
津
（
高
萩
高
）
③
位
立
原
決
勝
綱
川
８
１
１
和
知

一
一
一
一
三
三
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
三
一
一
一
一
一
一
三
一
三
一
三
一
一
一
一
三
一
三
一
三
三
一
一
一
一
三
一
三
一
三
一
一
三
一
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
二
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三

「
い
ま
は
、
料
理
ク
ラ
ブ
と
い
け
ば
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。
」
と
和
知
友
子

な
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
（
蝿
歳
）
さ
ん
。
入
君
赫
州
恥
郊
柳
錘
い
塗
睡
欲
一
毎
ザ
蔀

舶
決
勝
割
河
癖
組
８
１
７
識
鋤
組

い
ろ
な
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
て
、
と
和
知
さ
ん
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
ん
な
で
計
画
し
、
協
力
し
合
っ
て
ク
リ
ｍ
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

和
知
さ
ん
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
ん
な
で
計
画
し
、
協
力
し
合
っ
て
ク
リ
川
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

に
な
り
、
利
用
者
友
の
会
の
会
員
に
な
ホ
ー
ム
の
Ｐ
Ｒ

な
り
ま
し
た
。
」

を
一
言
。

い
ろ
い
ろ
な
方
と
知
り
あ
え

楽
し
み
が
増
え
た

Ⅲ

用
者
友
の
会
の
推
進
委
員
で
も
あ
る
。
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ク
ラ
ブ
発
表
〈
凧
決
勝
＃
１
組
８
１
２
松
尾
組

岡
Ⅱ

「
は
じ
め
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
に
ホ
ー
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
参
川
畠
山
嶋
田

ム
を
利
用
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
だ
ん
加
者
が
少
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
、
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
野
球
大
会

だ
ん
と
ホ
ー
ム
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
／
」
と
叩

ー

Ⅲ
Ⅱ
月
２
．
９
日
（
高
浜
運
動
広
場
）

Ⅲ
参
加
’
昭
チ
ー
ム

Ⅲ
▽
優
勝
高
浜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

‐
②
位
萩
ヶ
丘
③
位
松
原
、
有
明

Ⅲ

Ⅲ
複
合
の
各
チ
ー
ム
。

ｰ

第6回 新春マラソン大会へどうぞ／
識

岨

岳

晒

》

○と き ： 1月11日 （日） 小雨決行

○種別： 1．7キロ （親子の部）、5キロの部、 10キロの部でスタートは、いずれも高萩駅前

○出場資格：市内に居住、 または、市内の事業所、学校に通勤、通学している方（市外の方は、
参加として認める）

○コース：親子の部 高萩駅前一管野モータースー山王相撲場一市民体育館

5キロの部高萩駅前一下手綱入口折返し－市民体育館

10キロの部高萩駅前一手綱工業団地入口折返し－市民体育館

○参加費：一般1,000円、親子1,000円、中学・高校生300円、オープン1，000円
○申し込み先号 12月20日 （土） までに参加費を添えて、市民体育館へ直接お申し込みください。

オーープン

荻くわしいことは、市民体育館（高萩市高萩17－4 （電）③-2552）
さい。

ダ、-お問い合わせくだ

溌溺蕊
乳蝉蕊蕊蕊灘灘熱蕊蔦灘罵：
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ｑ
野
外
食
堂

蕊

Ⅱ
月
泌
日
と
別
日
に
市
民
体
育
館
と

駐
車
場
で
行
わ
れ
た
「
第
２
回
高
萩
市

産
業
祭
」
は
、
延
べ
５
０
０
０
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

体
育
館
内
で
は
、
消
背
生
満
展
や
地

元
企
業
、
商
業
部
門
の
展
示
、
即
売
が

人
気
を
あ
つ
め
、
農
産
物
展
示
部
門
の

直
売
で
は
、
短
時
間
で
品
切
れ
に
な
る

な
ど
、
地
元
の
製
産
品
が
見
な
お
さ
れ

た
産
業
祭
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

駐
車
場
で
は
、
特
設
食
堂
を
設
け
て

婦
人
会
に
よ
る
ソ
ゞ
ハ
、
う
ど
ん
類
か
ま

た
た
く
ま
に
売
れ
、
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
塑
日
か
ら
の
文
化
祭
総
合
展

も
、
今
年
は
、
中
央
公
民
館
と
文
化
会

館
の
二
会
場
で
開
か
れ
、
好
評
の
う
ち

に
祭
展
を
終
了
し
ま
し
た
。

／
）

▲展示会潮

驚騨

志認識

§

好
課
だ
づ
芯
鍛

産
業
・
文
化
祭 品'も

5蒋
弓[昼

灘

蕊
黙f噌謡黙f噌謡黙f噌謡

に
ぎ
わ
っ
た
展
示
会
場

葛

…

プレゼントコーナー

》
恐

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
両
種
が
自
然

に
交
配
し
て
生
れ
で
た
雑
種
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
だ
黄
色
咲
き
の
リ
ュ
ウ

ノ
ウ
ギ
ク
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、

自
然
界
の
妙
味
を
見
せ
て
く
れ
る
珍
し

い
種
で
あ
る
。

本
種
は
茨
城
県
内
で
も
数
か
所
、
そ

の
野
生
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
高

萩
市
内
で
は
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
秋
に
な
っ
て
花

貫
溪
谷
に
野
生
し
て
い
る
の
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
近
く
に
シ
ロ
ゞ
ハ
ナ

ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
も
咲
い
て
い
た
の
に
は

と
も
ど
も
驚
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
か
、
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
の
成
育
が
非

常
に
衷
え
て
い
る
の
が
ど
う
も
気
が
か

り
で
な
ら
な
か
っ
た
。

花
貫
溪
谷
は

暖
い
地
方
に
生
え
て
い
る
植
物
と
、

近
く
に
シ
ロ
ゞ
ハ
ナ

峡
い
て
い
た
の
に
は

れ
て
し
ま
っ
た
。

環
境
の
変
化
に
よ
っ

ウ
ギ
ク
の
成
育
が
非

の
が
ど
う
も
気
が
か

た
・

⑮

ー

シ
ロ
バ
ナ
ア
ブ
ラ
ギ
ク
が

野
生
し
て
い
た

十
種
は
、
白
花
の
咲
涼
し
い
地
方
に
生
活
の
場
を
持
つ
植
物

ソ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
と
と
が
混
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
カ
ゴ

ロ
咲
き
の
ア
ブ
ラ
ギ
ノ
キ
、
リ
ン
ボ
ク
な
ど
の
北
限
植
物
を

別
名
ア
ワ
コ
ガ
ネ
は
じ
め
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
ハ
ル
ニ
レ
、

ソ
と
が
混
生
し
て
い
ブ
ナ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
大
木
ま

こ
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
で
見
ら
れ
、
林
床
に
は
ナ
ガ
バ
ノ
ス
ミ

土
菊
で
あ
る
。
レ
サ
イ
シ
ン
や
イ
ノ
テ
モ
ド
キ
な
ど
の

他
は
、
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
北
限
植
物
、
そ
れ
に
ト
ウ
キ
、
ジ
ロ
ボ

ソ
に
似
て
い
て
白
く
、
ウ
エ
ン
ゴ
サ
ク
な
ど
の
有
用
薬
用
植
物

雁
は
、
ア
ブ
ラ
ギ
ク
が
野
生
し
、
今
回
見
つ
か
っ
た
シ
ロ
バ

似
て
切
り
込
み
が
深
ナ
ア
ブ
ラ
ギ
ク
な
ど
を
含
め
、
植
物
学

ｂ
こ
の
両
種
が
自
然
界
の
貴
重
な
資
料
が
自
生
し
て
い
る
。

じ
た
雑
種
と
考
え
ら
こ
の
資
料
は
郷
土
高
萩
市
だ
け
が
持

真
色
咲
き
の
リ
ュ
ウ
つ
生
き
た
文
化
財
で
あ
っ
て
、
今
後
高

”
ら
れ
て
い
な
い
が
、
萩
市
の
責
任
に
お
い
て
、
大
切
に
保
護

兄
せ
て
く
れ
る
珍
し
し
、
学
界
の
た
め
に
お
役
に
立
た
せ
た

い
も
の
で
あ
る
。

内
で
も
数
か
所
、
そ
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

己
れ
て
い
る
が
、
高

兄
つ
け
ら
れ
て
い
な

か
今
秋
に
な
っ
て
花

て
い
る
の
を
確
認
す

ン
ロ
バ
ナ
ア
ブ
ラ
ギ
ク



＊Ｑ
〉
、

。
。
、
少
去
諄

４

謹
み
、
く
過
ｊ
田

騒

恥
測
州
》
耐
ゞ

ぎは
今
Ｉ
寸
・

か５月
ま
ず
禅
門
の
つ
い
た
法
名
を
み
る
と
、

２詞
「
上
勝
禅
門
、
か
た
田
」
、
「
妙
浄
禅

弱
門
、
大
つ
か
」
、
「
道
経
禅
門
、
大
つ

日研
か
さ
わ
」
、
「
道
秀
禅
門
、
大
つ
か
信

釧
鮮
蝿
門
譲
斑

弗
ひ
す
」
、
「
妙
玖
禅
門
、
船
生
太
郎
」
、

「
妙
忠
禅
門
、
車
彦
二
郎
殿
」
、
「
妙

満､“
”

6')q騒史
赤浜妙法寺過去

号

帳

（五十）

志田諄一

成
禅
門
、
石
助
之
も
ん
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
な
か
で
大
塚
信
州
や
車
彦
二
郎
な

ど
は
、
管
股
城
・
竜
子
山
城
の
大
塚
氏

や
車
城
の
車
氏
の
一
族
な
の
で
、
か
な

り
の
豪
族
で
あ
る
。
鈴
木
、
船
生
太
郎
、

石
助
衛
門
も
、
そ
れ
に
つ
ぐ
勢
力
を
も

っ
た
武
士
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
武
士
階
級
で
も
禅
門
の
な

、
い
も
の
か
い
る
。
永
享
五
年
二
四
三

仔
三
）
三
月
六
日
の
合
戦
で
討
死
し
た
「
道

シ
仙
」
、
「
甚
誉
」
、
「
祐
実
」
、
「
法

旧
田
」
な
ど
は
、
法
名
だ
け
で
あ
る
。
お

」
そ
ら
く
、
彼
ら
は
主
君
に
従
う
郎
党
な

〃
ど
で
、
下
級
武
士
で
あ
ろ
う
。
だ
が
文

、
明
六
年
（
一
四
七
四
）
「
藤
栄
、
十
一
、

》
一
、
か
も
の
助
殿
」
、
同
九
年
「
道
幸
、

▲消費生活展会場

鰯

ー

＃
爵認謹

＊文化会館では文化祭の各種展示や発表会三

一

三

三

一

三

三

一

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

一

●一●Ｅ●一’一●一’一’一●Ｆ淳

あ
ら
川
宮
内
少
輔
」
、
長
享
元
年
（
両

四
八
七
）
「
道
寿
、
大
つ
か
五
郎
殿
、
Ⅲ

二
・
廿
五
」
、
「
常
澄
、
同
彦
三
郎
、
‐

七
、
二
Ｌ
、
同
二
年
「
常
空
、
大
つ
か
Ⅲ

彦
九
郎
殿
、
二
、
十
二
」
、
延
徳
二
年
Ⅲ

（
一
四
九
○
）
「
道
寿
、
小
貫
因
幡
守
」
Ｉ

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
「
道
教
、
い
‐

し
左
京
亮
、
二
、
廿
一
」
、
文
亀
三
年
‐

（
一
五
○
三
言
崇
銀
、
や
た
尾
張
守
」
、
Ⅲ

享
禄
二
年
二
五
二
九
）
「
道
清
、
山
川

能
の
賀
倉
井
殿
、
十
、
一
」
な
ど
、
掃
‐

部
助
、
宮
内
少
輔
、
因
幡
守
、
左
京
亮
川

尾
張
守
の
官
名
を
有
し
た
り
、
同
じ
大
川

塚
氏
や
車
氏
、
石
氏
の
一
族
の
武
士
で
‐

も
、
禅
門
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
は
Ⅲ

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

蕊燃溌蕊§簿灘難
繊瀞醗鴬

譲議
溌溌

’
舜晋鋸
需鞭と

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
、
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
産
業
構
造
政
策
な
ど
の
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

一
般
企
業
の
需
要
予
測
・
設
備
投
資
計

画
な
ど
広
範
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
従
業
者
三
十
人
以
上
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
燃
料
の
受
入

量
、
用
途
別
消
費
量
、
在
庫
量
な
ど
を

調
査
し
、
製
造
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
実
態
を
掌
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
工
業
統
計
調
査
と
同
時
に
行

わ
れ
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事

業
所
に
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査

員
か
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
１
１
’

一
県
の

一
ペ
ッ
ト
条
例
一

こ
の
条
例
は
、
動
物
の
保
護
や
管
理

に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り

人
へ
の
危
害
防
止
を
目
的
と
し
て
昨
年

六
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

製
造
業
の
み
な
さ
ん

ー

○
特
定
犬
は
カ
ギ
付
お
り
内
で
飼
養
を

特
定
犬
と
は
、
秋
田
犬
・
紀
州
犬
・

土
佐
犬
・
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
。
セ
ン
ト
バ

ー
ナ
ー
ド
・
シ
ェ
パ
ー
ド
・
グ
レ
ー
ト

テ
ン
の
七
種
と
そ
の
他
体
長
七
○
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
・
体
高
六
○
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
体
型
の
犬
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犬
は
「
茨
城
県
動
物
の
保

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
ペ
ッ
ト

条
例
）
」
に
よ
り
必
ず
カ
ギ
付
お
り
内

で
飼
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

￥
ペ
リ
〃
０○

犬
の
事
故
は
飼
い
主
の
責
任

飼
い
犬
の
放
し
飼
い
な
ど
に
よ
り
、

飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ
く
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
多
額
の
補
償

金
を
請
求
さ
れ
る
事
例
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

犬
を
飼
う
場
合
は
、
鎖
か
引
き
づ
な

を
つ
け
、
ま
た
散
歩
の
と
き
な
ど
も
必

ず
引
き
づ
な
を
つ
け
て
、
け
っ
し
て
放

し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
犬
。
猫
が
不
用
に
な
っ
た
場
合

⑪
保
健
所
窓
口
に
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

②
犬
・
猫
の
有
料
自
宅
引
き
取
り

犬
や
猫
の
所
有
者
の
求
め
に
応
じ
、

そ
の
飼
養
場
所
に
お
い
て
引
り
取
り
ま

す
。
手
数
料
は
一
頭
二
千
円
で
す
。

㈱
猫
は
麻
袋
な
ど
に
入
れ
て
逃
げ
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
・

高
萩
保
健
所
の
受
け
付
け
時
間

月
曜
日
か
ら
木
曜
日

午
前
八
時
三
○
分
～
午
後
四
時

金
曜
日
は
午
前
中
で
す
。

(9)
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７
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
成
人
さ
れ
る
方
に
は
、
直
接
ハ
ガ
キ

掌

》

一
成
人
式
は
平
素
の
服
装
で
一
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
高
萩
市
出
身
者
で
、
帰
省
し
て
い
る
方

来
年
１
月
賜
日
の
午
前
加
時
か
ら
高
ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

萩
市
文
化
会
館
で
「
第
”
回
成
人
式
」
当
者
に
も
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
さ
そ
い

を
行
い
ま
す
。
願
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

ゞ
ゞ
ｉ
…
崎
：
翻
鱸
幽
鼬

化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
を
行
市
税
な
ど
（
市
県
民
税
・
固
定
資
産

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人
さ
税
・
都
市
計
画
税
・
国
保
税
・
国
民
年

れ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
金
な
ど
）
の
納
税
に
口
座
振
替
制
度
を

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

来
年
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
う
っ
か
り
期
限
を
忘
れ
て
督
促
状
を

昭
和
調
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
諦
年
４
受
け
た
り
、
よ
ぶ
ん
な
延
帯
料
を
納
付

熊
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
す
る
な
ど
の
こ
と
が
な
く
な
り
、
手
数

三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
二
三
二
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三

三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
医

釘

大
北
溪
谷
初
冬
Ⅲ

横
川
行
き
の
バ
ス
に
乗
る
。
し
ば
ら
く
は
田
園
風
景
が
続
く
。
石
岡
を
過
ぎ
る
川

と
、
大
北
溪
谷
に
沿
っ
て
走
る
。
断
崖
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
ま
だ
紅
葉
も
残
っ
て
川Ⅱ Ⅲ

い
る
が
、
す
で
に
落
葉
が
は
じ
ま
り
、
ひ
そ
や
か
に
初
冬
の
気
配
が
す
る
。
前
方
川

蝪
が
ひ
ら
け
バ
ス
停
に
着
く
。
横
川
は
家
造
り
の
が
っ
し
り
し
た
。
集
落
で
あ
る
。
川

４

絵
と
文
・
伊
藤
龍
馬
川

綴耀

二
蝋
蕊
驚
蕊
鴬
蕊
蕊
蕊
驚
蕊
鴬
灘
驚
＊
議
霧
蕊
灘
騒
騒
騒
霧
騨
辮
鐇
識
騨
灘
齢
識
識
繍
溌
霧
雛
滅
齢
藩
蕊
蛎
懸
騨
溌
調
畿
畷
羅
憲
墨
蝿
瞭
陰
隆
懸
伊
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’化会館だよ文 り も
か
か
ら
ず
た
い
へ
ん
便
利
な
方
法
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ
な
た
の
取
引

さ
れ
て
い
る
市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便

局
を
除
く
）
か
、
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
で
口
座
振
替
申
し
込
み
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
・

手
続
き
、
そ
の
他
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
高
萩
市
役
所
税
務
課
（
電

話
③
２
１
１
１
内
線
２
１
１
～
２
１
５
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
口
座
振
替
は
納
税
貯
畜
組
合

員
以
外
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

鬮
鰯
鯛
醐

昭
和
弱
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
課
税
の
対
象
と
な
る
総
所

得
額
か
ら
「
社
会
保
険
料
」
と
し
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
な
ど
税
金
の
申
告
を
さ
れ

る
場
合
に
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し

Ｌ
ｌ
手
函
《
ｊ
／
０

。1月自主文化事業

オーケストラ「魅惑のポップスJコンサ

交響楽団：新東京フィルハ モニ､ソク

卿
警
嶺
面
零
“

鶏
蕊
識
購
溌
蕊
鐘
鬮
隠
■
掴
湿
顛
壌
謹
閉
圃
畷
鴨

灘
識
蕊
騨

I
E

亀
や
、
９
、
Ｕ
Ｆ
、
４
、
ｕ
Ｆ
、
●
、
凹
伺
、
。
、
Ｕ
Ｆ
、
◇
、
Ｕ
、
、
少
、
凹
卸
、
？
、
Ｊ
向
、
’
、
Ｊ
Ｐ
、
◆
ｈ
Ｊ
Ｆ
も
。
、
哩
伊
、
。
、
Ｊ
舟
、
４
，
Ｊ
戸
、
◇
、
Ｊ
Ｆ
や
？
、
り
ゆ

一
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
一

藻
汗
追
確
雷
僻
し

本
年
ｍ
月
発
刊
予
定
で
進
め
て
お
り

ま
し
た
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
は
印

刷
の
都
合
で
来
年
１
月
末
日
完
成
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
萩
市
教
育
委
員
会
内

高
萩
の
昔
話
と
伝
説
編
集
委
員
会

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

字
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
写
真
一

鬘
発
刊
に
ご
協
力
を

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

い
ま
、
市
内
の
２
人
の
有
志
の
方
が

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
る

「
目
で
見
る
高
萩
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
棚
年
ご
ろ
ま
で
の
町

の
様
子
・
お
祭
り
・
生
活
・
学
校
行
事

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
写
真
を
ぜ
ひ
お
借
り
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。連
絡
先

映画音楽、セミ・クラッシック、一一' ヒッ

トから

懐かしのスタンダ ドまで

交響楽団があなたの|ノクエスト|こお応え

します。

録音・録画・写真何んでも○K

とき： 1月15日(成人の日)開演1時30分

ところ：高萩市文化会館ホール

入場料： 1 ，500円（高校生以下1 ，000円）

全指定席

入場券発売所＝ナオイ、仲屋書店､田所書店

文化会館、タクト楽器(北茨城）

※入場券は12月B巳より発売予定です。

。新劇のお知らせ

文学座公演F雁の寺」水上勉ｲ乍
・主な出演者

n

一
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1月の日曜診療のお知らせ
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全生堂医院18日
北村和夫 太地喜和子 加藤 武

とき§2月11日（水）開演6時

ところ：高萩市文化会館ホール

入場料：A席2,500円B席1 ,500円

（全指定席）

※入場券の電話予約も受けます。

予約お問合せ＝3－7411 文化会館へ

滝川医院｜春 日 町| (3)310025日

時間は午前9時から午後4時まで

⑩
へ


